
JP  2021-126391  A   2021.9.2

(57)【要約】

【課題】目的部位における吸引性を容易に向上できる超

音波下穿刺補助具を提供することを目的とする。

【解決手段】超音波下穿刺を行う際に使用される補助具

であって、超音波プローブが装着される本体部と、超音

波プローブによって探知される目的部位の表面を吸引す

るために、目的部位の表面に密着する吸着部と、吸着部

と本体部とを可撓性を有して接続する連結部と、を備え

た超音波下穿刺補助具である。目的部位の表面は柔軟で

複雑な形状であるが、この連結部を撓ませることで吸着

部は複雑な形状にも追従でき、吸着部での密着性を維持

して目的部位の吸引性を容易に向上できる。

【選択図】図１
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